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加藤博和

地域公共交通プロデューサー
としてのMMへの期待
－MMは修羅場を救うか︖
いや、救ってください︕－

第13回日本モビリティ・マネジメント会議
（2018/7/28） 口頭発表４
「地域モビリティ改善にMMが果たしうる
役割を再考する」

妙案？珍案？

とりあえず、この言葉を知って
いる人は希少だった

現場における「瞬発力」の
大切さを改めて知る

名古屋大学 加藤博和 18/07/28 1

トリアージ：救える（意味がある）か
救えない（意味がない、あるいは
別のモードの方が妥当）かを
はっきり伝える必要がある
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廃線処理を敗戦処理に終わらせないために

近年はJR各社で廃線が懸念。
これ以上呼び出されないことを
切に願うが・・・

名鉄岐阜600V線区
（2005年4月1日廃線）

桃花台新交通ピーチライナー
（2006年10月1日廃線）

存続運動の時に押しかけた外
の人たちは、廃線が決まった瞬
間いなくなった。そこで呼び出さ
れ「廃線処理投手」に・・・

名古屋大学 加藤博和 18/07/28 3

ただ1つ言えるのは、
だれよりも多く修羅場をくぐってきたこと
（現場から逃げないのが信条）



みんな勝手なことばかり言っていたのが
負のスパイラルを止められなかった原因

• 利用者 「不便だし、何か言っても変わらないし・・」

• 事業者 「利用が少なくては経営できないし、便利にし
ても乗ってくれるわけではないし・・」

→それぞれが勝手バラバラなことを考えているだけで
は、どんどん状況は悪くなるばかり

→互いに話し合って取り組むことができれば、いい方向
に転換できるのでは？

解決策1：ITによるコミュニケーション
解決策2：地域コミュニティ
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みんなで「一所懸命」つくり守り育てる

•みんな対等
•言いっぱなしにしない
•できることをやる
→ 信頼関係

「4つのMで支える」
これこそが、ホンモノのコ
ミュニティバスを生み出す

（自治体バスとコミバスは
本来全く違う）
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地域公共交通プロデュースとは︖

「利便性が高く費用の安い公共交通実現」を「現場で」目指す

• 利用者・地域のニーズに応えられる基本コンテンツ（系統・
ダイヤ・乗降施設・車両）

• それを必要とする利用者（運賃）／周辺住民・企業（協賛金）
／自治体（補助）の三方一両損のビジネスモデル

• スピード感と粘り強さを持ち、現場感覚を起点とした戦略・
企画・実施・点検・見直し

• 地域公共交通づくりを通して地域づくりまで高める運動論

→ 地域公共交通サービスが、地域の持続性を高めるツール
として機能し、付加価値を発揮するに至るまでのソリュー
ション提示と実現支援
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旧弊な公共交通をいかに革新するか
（多くの現場は、いまの運行形態では戦えない）

主な地域公共交通プロデュース活動
-分かりやすく、使いやすく、そして「お値打ち」に-

• 情報提供
– 東海３県（路線図ドットコムへの協力）、岐阜市（配布ﾏｯﾌﾟ、案内板、停留所
掲示、方向幕）、その他地域のバスマップ、配布時刻表、ＨＰ

• 住民主導型交通立ち上げ
– 生活バス四日市・徳島応神（自律型）、松阪（立候補型）

• 鉄道廃止代替交通確保
– 岐阜600V、神岡、桃花台、屋代

• 鉄道とバスの一体化
– 明知鉄道

• 生活圏単位での公共交通再編
– 北設楽郡、南信州（飯田下伊那）

• 路線バスとコミバスの一体化
– 高山、飛騨、一宮、稲沢

• 路線バスと航路の一体化
– 鳥羽

• 公営交通の立て直し
– 名古屋、長崎

某著名な先生のありがたきお
ことば「加藤が100人いれば
日本の地域公共交通は救え
る」（1,000人の間違い？）

しかし日本は、こういうことが
できる人をまったく育ててこな
かった（オレもや～！）
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1. 目的の明確化
 公共交通は持続可能なまち・人づくり、地球環境対応の手段
 現場・利用者起点。公共交通担当者は「ライフスタイル・クリエーター」
2. 適材適所
 固定観念に縛られず、地域の顕在・潜在ニーズを「澄んだ目」で見る
 前例・迷信・外見・他地域の優良事例や自慢話に惑わされない
3. 一所懸命
 地域の、地域による、地域のための「地産地消」型交通
 お願い型・評論型から参画型・自律型へ。担い手を生み出す
4. 組織化
 場づくり：連携・協働、必要十分な構成、行動が生まれる仕掛け
 方向性：調整（コーディネート）・企画・・・「戦略」確立が必要
 バラバラではダメ。ネットワークでないと機能しない
5. カイゼン
 目的が明確であれば、評価基準も明確なはず
 徹底して現場・利用者起点に立つことこそよりどころとなる
 失敗を恐れるのでなく、対応を間違えないこと
 国の制度も下から意見を出してアップデートしていくべき

公共交通確保維持改善 5つの鉄則
～答えは現場にある︕現場にしかない︕～
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【主宰者】
市区町村（複数市区町村共同、都道府県も可）

【構成員】
市区町村、住民代表、利用者代表、都道府県、地方運輸局（又は支局）、

旅客自動車運送事業者（又はその団体）、一般乗合旅客自動車運送事業に
係る労働組合の代表者、道路管理者、都道府県警察、学識経験者 等

（地域の実情に応じて）
（※事案によって構成員を変更して分科会形式とすることも可）

【目 的】
・地域のニーズに即した乗合運送サービスの運行形態（市町村運営バス
の必要性を含む）、サービス水準、運賃等について協議。必要に応じ
て、例えば地域の交通計画を策定
・輸送の安全、旅客の利便の確保方策等を説明（地方運輸局において審査）

地域公共交通会議

○輸送の安全・利便の確保
・一定の講習の修了（運転者）
・運行管理体制、事故処理体制
・運送の対価の掲示義務 等

○事後チェック
・事業改善命令、行政処分 等

79条（旧80条）に基づく
自家用自動車による

有償運送（市町村運営バス）
＜登録（更新制）＞

○運賃認可の届出化

○道路管理者・警察への意見照会の簡便化

○標準処理機関の短縮
・路線変更認可の迅速化 等

新4条に基づく乗合事業者による運送
（旧21条コミバス等含む）

＜事業認可又は事業計画変更認可＞

事業者へ委託する
こととなった場合

事業者によること
が困難な場合

更
新
・変
更

2006年改正道路運送法でできたステークホルダー会議
「地域公共交通会議」

「市町村の公共交通を
市町村が自ら決める」
ための場（特区）

• 地域として必要な路線（乗合バ
ス）の変更を自ら協議し認定する
ことで、各種許可が簡略化・弾力
化（運賃・路線・車両など）

• 一般乗合路線なら何でも認定で
きる（法的には一般路線とコミバ
スで何ら差はない）

一般路線バスも含めて
ホンモノのコミュニティバスへと
進化させるための作戦会議
→さらに活性化再生法の協議会
は全モードに拡大

名古屋大学 加藤博和 18/07/28 9

私が発案し、全国9割の市町村が設置
いまや私の主戦場となった

地域公共交通網形成計画策定状況（平成30年6月末現在）

数は多くレベルも上がってきたが、
相変わらずひどい内容も散見される名古屋大学 加藤博和 18/07/28 10

公共交通事業は「運送業」から、おでかけデザ
インを通じた「ライフスタイル提案型産業」へ
• マーケティング・リサーチ
• 顧客満足(CS)
• 商品開発・企画
• 広報宣伝
• モニタリング・改善・PDCA、・・
→ サービス業では当たり前の言葉。

しかし、従来の公共交通事業ではあまり聞いたことがない

技術革新・サービス向上とは無縁だったことが不思議

運ぶこと自体に付加価値はない

「公共交通という道具」を使って「ライフスタイル提案」を果敢に行う

コミュニティビジネスに脱皮しないと生き残れない

→ そのために「サービスとしてのモビリティ」（MaaS）発想が必要

運ぶこと自体に付加価値はない

「公共交通という道具」を使って「ライフスタイル提案」を果敢に行う

コミュニティビジネスに脱皮しないと生き残れない

→ そのために「サービスとしてのモビリティ」（MaaS）発想が必要
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地域公共交通のサービス内容への認識を規定する
コンテンツ（内容）とメディア（媒体）
コンテンツ

– 路線（行先と経由地）
– ダイヤ（静的／動的）
– 乗降施設
– 車両
– そして、運賃

メディア
– 停留所・・公認の屋外広告物！
– 車内アナウンス・表示
– 看板・掲示・サイン
– 方向幕
– 配布物
– 案内所
– インターネット

→ どう見せるとわかって、納得していただけるか？
いや、むしろ、わかってもらえることを意識して
コンテンツをつくるべきでは？
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しょぼいコンテンツはいくら
販促しても何ともならない

（だからこそプロデュース
が大事）

見える化

魅せる化

見直す化

地域公共交通プロデュースを進めるための
利用者（ニーズ）起点での「カイゼン」
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「見える化」公共交通に気付いてもらう

•岐阜市総合交通協議会（活性化再生法定
協）が発行。岐阜乗合自動車（岐阜バス）が
印刷

•公共交通利用促進ネットワーク（マニアグ
ループ、私もメンバー）で制作
10年しつこく、改正前に最新版をリリース！

実は、このマップによって

岐阜の公共交通再編が進んだ
（何が分かりにくいかさえ分か
らなかったのを可視化した）
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2018年4/1版（印刷配布は第26版！）
2018年7/11版（web公開） http://www.rosenzu.com/gifubus/

「魅せる化」公共交通って便利そう︕と思わせる

•八戸市および周辺地域では、
上限運賃・中心街ターミナル整
備・バス案内改善に加え、「行先
との連携」によるおでかけ提案も
進めている
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利用者に
訴求する
キャッチフ
レーズを
意識した
コンテンツ
見直しとメ
デ ィ ア で
の訴求。
いかにも
便利にな
ったな！
と思わせ
る。

「見直す化」公共交通をどんどんよくしていく︕
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この後の議論（私案）
地域公共交通プロデュースとは？

• 「ライフスタイル提案」を可能とするサービスを実現
するためのコンテンツ見直しと、それを訴求するた
めのメディア戦略（すなわちマーケティング指向）

モビリティマネジメントとは？

• 渋滞や環境、あるいは個人の健康等の問題に配慮
して、過度に自動車に頼る状態から公共交通や自
転車などを『かしこく』使う方向へと自発的に転換す
ることを促す、一般の人々や様々な組織・地域を対
象としたコミュニケーションを中心とした持続的な一
連の取り組みのこと（JCOMMウェブサイトより）

これらがどのように相互連携・補完して、地域公共
交通の修羅場を救うことができるのか？
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【告知1】
本日お話しした問題意識を踏まえ、解決策を横串で考え実施
していくため、「交通マーケティング研究会」立ち上げを企図中。
11・12月頃にスタートアップ会合を予定。ご興味をお持ちの方は
当方までご連絡を。

【告知2】
今年も「くらしの足をみんなで考える全国フォーラム」やります！
（https://zenkokuforum.jimdo.com/）
10/27(土)・28(日)に、東洋大学白山キャンパスで開催
全国各地で「くらしの足」確保のため頑張っている方々が立場を
越えて一堂に会し、知り合い、仲間になる会合です。皆さんの取
組はポスターで紹介できます。
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http://orient.genv.nagoya-u.ac.jp/kato/Jkato.htm
質問・相談等はE-Mailで

E-Mail: kato@genv.nagoya-u.ac.jp
facebook: buskato

加藤博和 検索

公共交通戦略立案や路線バス網再編、鉄道存廃問
題対応などに、各地の現場でボランティア参加し
ています。
意識を共有できる方々とならどこへでも出かけて
協力します！ ぜひ一緒に仕事しましょう！


